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持続可能な開発のための教育 

環境、貧困、人権、平和などの課題を
自らの問題として捉え、持続可能な 
社会を創造していくことを目指す教育。 



私たちが解決すべき課題とその原因 

• 環境問題 

• エネルギー問題 

• 貧困問題 

• 食料問題 

• 人口問題 

• 紛争や戦争 

• 財政問題 

 

 

 

 

 

 

これらの問題の背後には 
お金（経済）の問題が 
潜んでいる！ 









お金の本来あるべき姿とは？ 

昔は物々交換で取り引きをしていた。 

お金のおかげで、分業が進み、 

取り引きが便利になった。 

お金は貢献度の尺度であった。 

それにより、社会の公平が保たれていた。 

しかし、生活とは無縁の投機的マネーが世界中を 

駆け巡り、それが私たちの生活に悪影響を与えて 

いる。 





こんなに科学が発達した時代なのになぜ？ 

江戸時代に比べて家事労働は大幅に減り、短時間で終わるようになった。 
それにより、私たちの家庭生活は劇的に楽に、豊かになった。 

その違いはどこにあるのだろうか？ 

しかし、社会での仕事はむしろ 
忙しく、苛酷になっている。 



無駄な競争が多い社会から協力社会へ 

社会や他者への貢献とは関係のない、 
利益誘導型の仕事が非常に多い！ 

・資源やエネルギーを大量に消費する 
・環境に負荷をかける 
・長時間労働 
・無駄な消費の喚起、強引なセールス 
・企業モラルの低下 



社会の弱者が助け合うコミュニティづくり 

一般には、社会の弱者に対して、税金を投入するという方法で 

援助をする。 

資本主義の中で有利な立場にある人たちには不要だが、 

社会の弱者は助け合うコミュニティやシェルターのような 

ものが必要である。 

 

こうした弱者どうしが助け合うコミュニティを 

創ることによって、財政を圧迫せずに、 

福祉の問題を解決していきたい！ 

非正規労働者、派遣労働者、ワーキングプア、障害者、 

シングルマザー、子供、若者、低所得者など。 

 



無駄な競争が多い社会から協力社会へ 

世界では、約30億人が１日２ドル以下で生活している。 
先進国でも、貧富の差は年々拡大しており、日本の生活保護 
受給者は215万人を超え、それが財政を圧迫している。 

ワーキングプアと呼ばれる働く貧困層は拡大し、逆に、 
資産を持つ人は働かなくても、大きな富を得続ける。 
もはや、お金は社会貢献度を測るのに適したものでは 
ないのかもしれない。 

ならば、私たち一般市民の中で流通する新しいお金を作り、 
それによって互いの持つ商品やサービスを交換、流通 
していけばよいのではないだろうか？ 



助け合いを促進する温かいお金が循環する 
新しいコミュニティを創ろう！ 
 



バイオミメティクスという考え方 



血液の循環を経済システムに応用しよう！ 



個人に１つの電子マネー口座を与える ① 

新しいコミュニティでは、日本円から独立した 
ポイント通貨が使われる。 



口座に上限額を設ける 

口座に上限額を設け、それを超えた分は税として
徴収される。 

② 



月をまたぐごとに残高が１％ずつ減る 

口座の残高が月に１％程度ずつ減る。 
（100ポイントは翌月になれば99ポイントになる。） 
その減価分は税として徴収される。 

③ 



全ての個人に基礎所得を支給する 

全個人に無条件で、最低限の生活に必要な 
ベーシックインカム（基礎所得）を支給する。 

④ 



以下、コミュニティを生体社会と呼ぶ 

このように、人体の循環システムを経済に応用し、
さらに、脳の判断機能、神経伝達機能などを 
社会に応用する考えを生体社会論と呼ぶ。 



生体社会では... 



生体社会では... 





生体社会ではお金が循環する！ 



お金の奴隷から解放される 



所有・独占から利用・共用へ 



仕事の奪い合いがなくなる 



仕事の総量が減る 



デジタルデータの無料化 

原則としてデジタルな著作物を全て無料化し、 
貧しい人も全てのデジタルデータにアクセスできる
ようにする。 





賛否両論あるかと思います。 
ご意見、ご感想は、 tomo.ozaki@gmail.com  
までお寄せください。 

このスライドはパワーポイントで作成しています。 
このスライドのデータが欲しい方は下記から 
ダウンロードできます。 
http://www.s-society.org/os/downloads.html 

生体社会論の概略を説明した動画があります。 
「みんなが幸せになる経済と社会のしくみ」で検索してください。 

この生体社会論に未来や希望を感じられた方は、 
名刺交換やSNS（facebookなど）で情報交換していただけ
れば幸いです。 

この生体社会論という仮説をさらに、深く知りたい方へ 



ご清聴、ありがとうございました。 

おかやま都市ビジョン研究会 福祉チーム 


